
12

http://www.g-forestry.or.jp　（公社） 岐阜県山林協会の情報をご覧いただけます。

Ｅ-mail sanrinag@quartz.ocn.ne.jp
編集・発行　公益社団法人 岐阜県山林協会

No.771

●「ぎふの木フェスタ2017」開催の様子
　初開催にもかかわらず、多くの来場者にお越しいただき、存分に「ぎふの木」に

親しみ、楽しむ機会としていただくことができました。（詳しくは３ページ）
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岐阜県の森林・林業

「ぎふの木フェスタ２０１７」開催
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岐阜県の森林・林業国
有
林
の
現
場
か
ら 

（15）

森林・林業関係イベントカレンダー（12月～2月）
開催日 行事名等 内　容　等

（概要、定員、受講料、申込期限など）
開催場所
問い合わせ先

一般向け

●森と木のエンジニア科（一般入試２）１月13日（土）
●森と木のクリエーター科（入試３）１月14日（日）
●入学願書（学生募集要項）については、ホームページ

（http://www.forest.ac.jp/）からダウンロードで
きます。

●概要：恵みの森に関わる講演会や、森の恵みに関す
る展示販売

●定員：100名程度【講演会のみ】
●参加料：無料
●申込み：平成29年12月１日～平成30年1月５日

①1月21日（日）
　「岐阜の宝もの『岩村城跡・城下町』と五平餅作り
　恵那峡遊覧船から渡り鳥バードウォッチング」
　●定員：25名
　●参加費：大人3,200円、小人2,300円
②1月28日（日）
　「木曽三川にて　砂防と治水の学習＆いちご狩り」
　●定員：30名
　●参加費：大人4,000円、小人3,800円
③2月4日（日）
　「郡上白鳥で白銀の雪とのふれあいとアニマルト
ラッキング」

　●定員：30名
　●参加費：大人・小人3,900円（同額）

①1月21日㈰
②1月28日㈰
③2月４日㈰

森林文化アカデミー（美濃市曽代 88）

森林文化アカデミー
TEL 0575-35-2525
FAX 0575-35-2529
E-mail info@forest.ac.jp
URL http://www.forest.ac.jp/

じゅうろくプラザ
（岐阜市橋本町 1-10-11）

岐阜県林政部恵みの森づくり推進課
TEL  058-272-8473 

①岩村城跡・恵那峡県立自然公園　他
②さぼう遊学館、木曽三川公園　他
③郡上市白鳥町
※発着地はJR岐阜等、コースによって
　異なります

（仮称）
恵みの森づくり
コンソーシアム
フォーラム＆
恵みの森ギャラリー

清流の国ぎふ
親子「森・里・川・海」
体験ツアー
（冬コース）

１月１４日㈰

平成30年度
森林文化アカデミー
入学試験（第3回）
願書受付期間

12月12日㈫
～12月27日㈬

名鉄観光サービス（株）　岐阜支店
TEL 058-265-8103
FAX 058-263-5059
Web 「名鉄観光　清流の国ぎふ」で検索

【申込受付中】
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子どもアスレチック赤ちゃん木育広場（キットハウス）

　９月30日（土）・１０月１日（日）岐阜メモリアルセンター（岐阜市）の「芝生広場」におい
て、第１回目となる「ぎふの木フェスタ2017」を開催しました。好天にも恵まれ、両日合わ
せて２万１千人もの方々にご来場いただきました。
　会場内には、木のおもちゃで存分に遊んでいただける「木のおもちゃ広場」や「赤ちゃん
木育広場」、岐阜県産のヒノキで製作された「子どもアスレチック」や「巨大迷路」、さらに
は「ウッドチップ広場」や「子ども上棟式」などが登場し、それぞれ多くの親子連れで賑わ
いを見せていました。
　また、出展ブースでは、県内の各企業や団体などによる多彩な体験・展示・販売ブース
が大集合し、各ブースとも多くの来場者で溢れていました。

　加えて、ステージ上では、１日目には県内の子供達による「チアダンスパフォーマンス」や子供達に大人気の「ドラえもんショー」が、２日目には、
「アルプホルンの演奏」、ぎふの木を使って様々な競技を行う「ぎふモクリンピック」、さらには迫力ある「チェーンソーアートの実演」などが行われ、
会場を大いに盛り上げました。
　両日に渡り、多くの方々に丸ごと１日「ぎふの木」を満喫していただき、木の良さや木を使うことの大切さを実感していただけたものと思います。
　最後に、開催にあたり、ステージイベントにご出演いただいた方々、また各ブースの出展者、そして、ご協力・ご協賛をいただいた各団体の関係者
の皆様に、改めて御礼申し上げます。

◀間伐材を活用した
　薪づくり体験

◀子どもたちを対象にした
　森林体験

ぎふ 木の
フェスタ2017

を開催しました

 県では、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、県民の皆さんが自ら実行する森づくりや川づくり、水環境や生物多様性などの
環境保全活動に対し、活動費を助成しています。
　このたび、平成30年度事業について募集を行います。

平成30年度
清流の国ぎふ地域活動支援事業の提案募集

■募集事業の概要
申請書受付　平成 29 年 11 月 1 日～平成 30 年 1 月 10 日
応募対象者　県内に活動拠点を置く団体や法人
対 象 事 業　県民参画を促進する森づくり・川づくり活動
　　　　　　水環境や生物多様性の保全を目指す活動
　　　　　　子どもたちのための森づくり・川づくり活動
補 助 率 等　補助対象経費 50 万円以下については 10/10、
　　　　　　50 万円を超える分は 1/2
　　　　　　補助金上限 125 万円、下限 10 万円
応 募 方 法　応募書類を事業実施場所を所管する県農林事務所へ
　　　　　　郵送等により 2 部提出

■具体的な実施例（平成 29 年度）
●都市部でのプレーパーク体験・木育活動
●地域の里山林保全活動
●子どもたちに対する森・川・海での自然体験活動
●登山道及び周辺森林の整備と自然体験ウォーキ

ングの開催など

■内容についての質問
事業の内容など質問がある場合は、「清流の国ぎふ森林・環境税
活用サポート窓口」へお問い合わせください。
【清流の国ぎふ森林・環境税活用サポート窓口】
　窓口直通電話　058－272－8472（平日 8：30－17：15）
　E-mail　c11513@pref.gifu.lg.jp

チアダンスパフォーマンス開会式（テープカット）

ステージイベントの様子

木のおもちゃ広場（つみぼぼ選手権）

アルプホルン演奏

ウッドチップ広場

ぎふモクリンピック

子ども上棟式
巨大迷路

チェーンソーアートの実演
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文：樹木医・日本森林インストラクター協会　理事  川尻 秀樹

ユキムシ
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「
白
子
屋
の
お
駒
は
ん
が
舞
っ
て
い
ま

す
ね
」、
12
月
の
あ
る
日
、
冬
の
使
者
と

呼
ば
れ
る
雪
虫
が
風
に
流
さ
れ
飛
ん
で

い
ま
し
た
。
京
都
で
は
白
く
静
か
に
飛

ぶ
雪
虫
を
美
し
い
女
性
の
姿
に
例
え
て

「
白
子
屋
の
お
駒
は
ん
」
と
呼
ん
だ
の
で

す
。

　

雪
虫
と
は
ハ
マ
キ
ア
ブ
ラ
属
や
ワ
タ

ア
ブ
ラ
属
、
ヨ
ス
ジ
ワ
タ
ア
ブ
ラ
属
、
ゴ

バ
イ
シ
ア
ブ
ラ
属
な
ど
、
蝋
物
質
を
多
く

分
泌
す
る
ア
ブ
ラ
ム
シ
科
の
有
翅
成
虫

を
指
す
総
称
で
す
。
私
た
ち
が
よ
く
目

に
す
る
の
は
、
ケ
ヤ
キ
ヒ
ト
ス
ジ
ワ
タ
ム

シ
（Paracolopha m

orrisoni

）
や
リ
ン

ゴ
ワ
タ
ム
シ
（E

riosom
a lanigerum

）、

ト
ド
ノ
ネ
オ
オ
ワ
タ
ム
シ
（P

rociphilus 

oriens

）
な
ど
で
す
。

　

一
般
に
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
は
、
春
以
降

は
雌
だ
け
で
世
代
交
代
を
す
る
単
為
生

殖
に
よ
っ
て
増
殖
し
ま
す
が
、
冬
に
は

受
精
卵
を
越
冬
樹
木
に
産
卵
す
る
た
め
、

翅
（
羽
）
を
持
つ
有
翅
成
虫
が
発
生
し

ま
す
。
こ
の
有
翅
成
虫
の
中
に
は
、
蝋

物
質
の
綿
毛
を
身
に
ま
と
っ
て
風
に
な

び
い
て
流
さ
れ
る
も
の
が
お
り
、
そ
の

様
子
が
「
雪
」
を
思
わ
せ
る
た
め
、
雪

虫
と
呼
ば
れ
る
の
で
す
。

　

綿
毛
の
主
成
分
は
炭
素
数
21
～
34
個

の
飽
和
直
鎖
炭
化
水
素
で
、
他
に
少
量

の
側
鎖
炭
化
水
素
（
３
メ
チ
ル
及
び
４

メ
チ
ル
ア
ル
カ
ン
）
を
含
ん
で
い
ま
す
。

　

雪
虫
は
体
長
５
mm
ほ
ど
で
す
が
別
名

も
多
く
、
オ
オ
ワ
タ
や
シ
ー
ラ
ッ
コ
、
シ

ロ
コ
バ
バ
、ユ
キ
ン
コ
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　

井
上
靖
は
小
説
『
し
ろ
ば
ん
ば
』
の

冒
頭
で
、
飛
び
交
う
し
ろ
ば
ん
ば
を
追

い
か
け
て
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
描

い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
「
し
ろ
ば
ん
ば
」

は
伊
豆
地
方
の
方
言
で
す
。

　

雪
虫
の
一
生
に
つ
い
て
ト
ド
ノ
ネ
オ
オ

ワ
タ
ム
シ
を
例
に
説
明
す
る
と
、
4
月

に
卵
か
ら
最
初
の
世
代
が
孵
化
し
、
子

虫
は
ヤ
チ
ダ
モ
の
樹
液
や
若
芽
の
液
汁

を
吸
っ
て
育
ち
ま
す
。
雌
の
み
で
雄
の

い
な
い
こ
の
世
代
は
30
～
50
匹
の
子
（
二

世
代
目
も
全
雌
）
を
産
み
ま
す
。
ヤ
チ

ダ
モ
の
樹
液
を
吸
っ
て
成
長
す
る
第
二

世
代
は
す
べ
て
有
翅
虫
で
、
初
夏
に
次

の
寄
生
木
で
あ
る
ト
ド
マ
ツ
の
根
元
に

向
か
っ
て
飛
ん
で
行
き
ま
す
。

　

そ
の
後
、
ト
ド
マ
ツ
の
根
元
付
近
で

ア
リ
（
蟻
）
と
共
生
関
係
を
保
ち
な
が

ら
ト
ド
マ
ツ
の
養
分
を
吸
っ
て
、
七
～

八
世
代
目
ま
で
過
ご
し
ま
す
。
こ
の
間
、

雨
が
少
な
く
猛
暑
で
あ
る
と
繁
殖
率
が

高
ま
り
、
結
果
と
し
て
そ
の
年
に
見
ら

れ
る
雪
虫
も
多
く
な
り
ま
す
。
11
～
12

月
に
な
る
と
、
成
長
し
た
有
翅
成
虫
（
雪

虫
）
が
白
い
綿
毛
を
ま
と
い
、
風
の
無

い
日
の
夕
方
に
ヤ
チ
ダ
モ
目
が
け
て
飛

ん
で
行
き
ま
す
。

　

雪
が
降
る
前
に
ヤ
チ
ダ
モ
に
た
ど
り

着
い
た
有
翅
成
虫
（
雪
虫
）
は
、
す
ぐ

に
約
５
匹
の
有
性
虫
を
産
み
ま
す
。
こ

の
有
性
虫
に
は
緑
色
し
た
雄
と
橙
色
し

た
雌
が
お
り
、
一
年
間
の
う
ち
最
初
で

最
後
で
あ
る
雄
で
す
が
、
交
尾
の
た
め

に
生
ま
れ
る
た
め
餌
を
と
る
口
さ
え
な

く
、
一
週
間
以
内
に
交
尾
し
て
死
ん
で
し

ま
い
ま
す
。
雌
は
交
尾
後
に
樹
皮
の
割

れ
目
な
ど
に
産
卵
し
て
死
に
、
越
冬
し

た
卵
が
翌
春
、
第
一
世
代
と
し
て
再
び

現
わ
れ
る
の
で
す
。

▲トドノネオオワタムシの有翅成虫
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平成29年度 森の名手・名人認定証伝達式が行われました
　10月25日に村下貴夫公益社団法人岐阜県緑化推進委員会会長（岐阜県議会議長）から今年度の「森の名手・名人」に認
定された方々へ認定証をお渡ししました。

森の名手・名人に認定された方

　大径木の伐採技術に優れ、森林技術師連絡協議会長を務められた他、高性能林業機械を駆使した低コストの森林づくりを実
践し、最近では架線系の機械にも取り組まれています。

森や山に関わる樵（きこり）、マタギ、炭焼きなどの生業において優れた技を極め、他の模範となっ
ている達人について、「森づくり」「森の恵み」「加工」「森の伝承・文化」の４部門を設けて、公益社
団法人国土緑化推進機構が「森の名手・名人」に認定しています。

「森の名手・名人」とは

平成29年度現在の認定状況 全国の認定者数………………………
岐阜県の認定者数………………

１，３２８名（本年度７０名）
５０名（本年度  ３名）全国３位

（林業）森づくり部門 関市 大野 公之さん

　永年にわたって建具づくりに精進され、組子細工による建具製作を得意とし、木によって異なる色の組子を絵画のように組み入
れ、繊細で美しい作品を作り出されています。

（建具職人）加工部門 恵那市 所　 正幸さん

　集材機の架線の張る方向や張り方等を経験豊かな技術により的確に判断出来ます。また、家業の製材業では、FSC認証やぎふ
証明材の取得等、地域材の振興に貢献されています。

（林業）森づくり部門 東白川村 田口 和志さん

【公益社団法人岐阜県緑化推進委員会　専務理事　黒﨑 隆司】

■認定証伝達式

左から村下会長、所さん、大野さん、高井林政部長
（田口さんは都合により欠席されました。）

　平成29年９月21日に国立オリンピック記念青少年総合セン
ターにて、第57回治山研究発表会（主催：治山研究会、事務局：林
野庁治山課）が開催されました。治山研究発表会は、治山事業の
発展に資することを目的に、全国の治山事業関係者が集い、日頃
から研究してきた技術研究等の成果を発表する場です。今回の発
表会では４部門、全48項の発表があり、岐阜県からは森林造成部
門で「治山事業における針広混交林への取り組みについて」（恵
那農林事務所）を発表しました。この発表会が県内治山事業関係
者の励みとなり、これからも治山事業の発展のため研鑽されるこ
とを期待します。

第57回 治山研究発表会の開催

【治山課　林 和正】 ●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５8ｰ272ｰ1111 内線（3167）治山課まで

第57回　治山研究発表会の開会式

岐阜県発表
「治山事業における針広混交林への取り組みについて」
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木
造
住
宅
の
耐
震
性
能
に
つい
て

　〜
平
成
28
年
熊
本
地
震
被
災
状
況
よ
り
〜

活かす知恵

と を森林 人

60

●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　准
教
授
●
小
原 

勝
彦

前
に
建
築
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
倒
壊
等
の
被

害
が
見
ら
れ
た
」と
し
て
、「
２
０
０
０
年
以
前
の

既
存
の
木
造
住
宅
を
中
心
に
、
リ
フ
ォ
ー
ム
等

の
機
会
を
と
ら
え
、
同
年
に
明
確
化
し
た
仕
様

に
照
ら
し
て
、
接
合
部
等
の
状
況
を
確
認
す
る

こ
と
を
推
奨
」と
し
、「
新
耐
震
基
準
の
木
造
住
宅

の
耐
震
性
能
検
証
法
」を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
、
２
０
０
０
年
以
前
の
建
物
は
耐

震
診
断
を
行
い
、
耐
震
性
が
不
足
す
る
場
合
に

は
耐
震
補
強
し
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

●
熊
本
地
震
で
倒
壊
し
な
か
っ
た
建
物

　

２
０
０
０
年
以
後
の
建
物
の
内
、
耐
震
等
級

３（
品
確
法
の
性
能
表
示
制
度
に
よ
る
。
建
築
基

準
法
の
１
・
５
倍
の
耐
震
性
能
を
有
す
る
こ
と
を

表
示
し
て
い
る
。）の
建
物
に
は
倒
壊
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
０
０
年
以
後
の
建
物
の
内
、
制

振
ダ
ン
パ
ー
を
設
置
し
た
建
物
に
は
倒
壊
が
無

か
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
目
視
で
確

認
で
き
る
損
傷
も
一
切
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
状
況
下
で
、
熊
本
で
は「
制
振
ダ

ン
パ
ー
」と
い
う
言
葉
を
一
般
の
方
々
も
利
用
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、各
住
宅
メ
ー

カ
ー
で
は「
制
振
ダ
ン
パ
ー
」を
標
準
と
し
た
仕

様
の
建
物
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
し
て
い
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。

●
お
わ
り
に

　

現
在
、
制
振
構
造
の
評
価
方
法
や
設
計
方
法

が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
が
、
一
般
の

住
ま
い
手
は
耐
震
構
造
だ
け
で
は
不
安
を
感
じ

て
い
て
、
制
振
構
造
の
重
要
性
を
実
感
し
始
め

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●
熊
本
地
震
で
の
被
災
状
況

　

熊
本
地
震
に
よ
る
益
城
町
建
物
の
被
災
状
況

を
図
１
に
示
し
ま
す
。
１
９
８
１
年
以
前
の
旧

耐
震
基
準
の
建
物
の
内
、
約
１
／
３
の
建
物
が

倒
壊
し
、
95
％
の
建
物
が
何
ら
か
の
損
傷
を
生

●
は
じ
め
に

　
未
曾
有
の
大
規
模
地
震
災
害
を
引
き
起
こ
し

た
平
成
28
年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
で
、

熊
本
県
益
城
町
で
は
最
大
震
度
７
が
２
回
、
６

弱
が
１
回
で
し
た
。
こ
う
い
っ
た
大
地
震
が
複

数
回
生
じ
る
こ
と
は
、
建
築
基
準
法
で
の
要
求

性
能
と
し
て
は
想
定
範
囲
を
超
え
る
も
の
と
な

り
ま
す
。

　

建
築
基
準
法
で
想
定
し
て
い
る
建
物
へ
の
要

求
性
能
は
、
中
地
震（
震
度
５
弱
程
度
）に
対
し

て
損
傷
防
止
、
大
地
震（
震
度
６
強
程
度
）に
対

し
て
倒
壊
防
止
で
す
。
損
傷
防
止
は
、
建
物
の

損
傷
を
防
止
す
る
性
能
で
す
の
で
、
地
震
後
の

建
物
の
継
続
使
用
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
倒
壊
防
止
は
、
建
物
の
倒
壊
を
防
止
す
る

性
能
の
た
め
、
地
震
後
の
建
物
の
継
続
使
用
を

想
定
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
熊
本
地
震
の
よ
う
に
複
数
回
の
大

地
震
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
、
損
傷
が
累
積
さ

れ
て
建
物
の
性
能
が
低
下
す
る
こ
と
、
な
ど
が

現
実
に
は
生
じ
て
い
ま
す
。

じ
て
い
ま
す
。
こ
の
旧
耐
震
基
準
の
建
物
は
、

す
で
に
兵
庫
県
南
部
地
震（
１
９
９
５
年
）の
被

災
状
況
か
ら
も
耐
震
性
能
に
問
題
あ
り
と
報
告

さ
れ
て
お
り
、
耐
震
診
断
及
び
耐
震
補
強
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
き

て
い
ま
す
。

　

２
０
０
０
年
以
前
の
新
耐
震
基
準
の
建
物
の

内
、
約
１
割
の
建
物
は
倒
壊
し
、
８
割
の
建
物

が
何
ら
か
の
損
傷
を
生
じ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
０
年
以
後
の
建
物
の
内
、
３
％
が
倒

壊
し
、
45
％
の
建
物
が
何
ら
か
の
損
傷
を
生
じ

て
い
ま
す
。

●
現
在
の
耐
震
性
に
関
す
る
動
向

　

あ
ま
り
一
般
の
方
に
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

実
は
こ
の
２
０
０
０
年
に
木
造
建
築
の
構
造
的

な
規
定
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
主

な
も
の
は
、
①
耐
力
壁
配
置
の
バ
ラ
ン
ス
の
定

量
化
、
②
柱
頭
柱
脚
接
合
部
の
定
量
化
、
③
地

盤
の
強
さ
に
応
じ
た
基
礎
形
式
の
選
定
、
な
ど

に
な
り
ま
す
。

　

今
年
５
月
に
国
土
交
通
省
は
、「
新
耐
震
基
準

の
在
来
軸
組
構
法
の
木
造
住
宅
の
う
ち
、
接
合

部
等
の
規
定
が
明
確
化
さ
れ
た
２
０
０
０
年
以

熊本地震・益城町建物被害（1955棟）

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

2000.06～

耐震等級３

制振ダンパー
（S社）

建設時期

無被害 軽微・小破・中破 大破 倒壊・崩壊

5.1%

20.4%
179棟

61.4%
196棟

87.5%
14棟

100%　5棟
（※地盤変動により被災した住宅は除く）

12.5%
2棟

8.7%
73棟

2.2%
7棟

61.2％

32.6％ 3.8％

9.7％

49.1% 17.5% 28.2%
225棟

【旧耐震基準】
～1981.05

【新耐震基準】
1981.06～
2000.05

そそのの内内

図１　平成 28年熊本地震による益城町建物の被災状況
（日本建築学会の報告に小原の調査結果を追記）

川辺町おおぞら教室
岐阜県加茂郡川辺町中川辺１５３７番地１

木造化
木の香る
ぎふの施設

58

施設の経緯
　平成29年３月に竣工しました「川辺町おおぞら教室」は、こ
とばや発達に支援が必要なお子さんに対して、通所による個
別・集団指導を行う児童発達支援施設です。
　おおぞら教室の名称は、「おおぞらにおおきくはばたける
よ」という意味や、子どもたちのこれからの歩みに、たくさんの
幸せが訪れることを願って命名しました。

ここに注目！！
●構造材、内装材にスギ、ヒノキを使用し、木のぬくもり
の感じられる温かみのある施設です。

利用者の様子
●木に囲まれた教室で元気いっぱいのびのびと活動していま
す。

施設概要

事業主体 川辺町

事業年度 平成28年度

構造・
延床面積

木造１階建て
延べ床面積334.8㎡

施設用途 児童福祉施設

木材使用量
使用樹種

96.5m3（うち県産材使用量　77.4m3）
主な使用樹種　スギ、ヒノキ

木の香る快適な教育施設整備事業
5,678千円

全体事業費 99,090千円

設計工房  古山

助 成 額

設 計 者

株式会社市川工務店施工業者

平成28年6月17日～平成29年1月31日工　　期

施設全景

■問い合わせ先
　川辺町おおぞら教室
　ＴＥＬ　0574－52－0021
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●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
８
ー
２
６
５
ー
４
１
４
１（
代
）

　
　
　
　

  

　
　
　
　
　

  

　岐
阜
市
役
所
農
林
園
芸
課
ま
で

12

わ
が
ま
ち
の
森
林
・
環
境
行
政

岐
阜
市
の
森
林
へ
の
様
々
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

岐
阜
市
の
森
林
づ
く
り

岐
阜
市
の
概
要

　

岐
阜
市
は
岐
阜
県
の
南
部
に
位
置
し
、
中
部

地
方
の
経
済
活
動
の
中
心
で
あ
る
名
古
屋
へ
は

電
車
で
約
20
分
、
世
界
へ
の
玄
関
口
で
あ
る
中

部
国
際
空
港
へ
は
１
時
間
程
度
で
到
着
す
る
県

都
で
す
。
ま
た
、
市
中
心
部
に
原
生
林
の
緑
豊

か
な
金
華
山
や
清
流
長
良
川
を
有
す
る
ほ
か
、

１
３
０
０
有
余
年
の
伝
統
を
持
つ
長
良
川
鵜
飼
、

織
田
信
長
公
ゆ
か
り
の
岐
阜
城
な
ど
、
多
く
の

歴
史
・
文
化
資
産
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
の
総
面
積
は
２
０
３
・
６
０
㎞2

、
そ
の
中

で
森
林
面
積
は
６
０
・
６
４
㎞2

で
市
全
体
の
約

30
％
と
な
っ
て
お
り
、
県
全
体
の
約
80
％
と
比

較
し
て
も
低
い
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
う
ち
人
工
林
面
積
は
９
・
５
２
㎞2

で
市
全
体

の
約
16
％
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
も
県
全
体
の

約
45
％
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

森
林
整
備
の
取
り
組
み

　

本
市
は
県
内
の
他
市
町
村
と
比
較
し
て
、
森

林
面
積
や
人
工
林
面
積
は
少
な
い
で
す
が
、
森

林
は
市
街
地
に
近
く
都
市
近
郊
の
森
林
と
し
て
、

市
民
が
気
軽
に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
、
森
林
浴

や
自
然
散
策
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
民
が
安
全
で
安
心
し
て
森
林
を
楽
し
め
る

よ
う
、
県
の「
清
流
の
国
ぎ
ふ
森
林
・
環
境
基
金

事
業
」や
国
の「
森
林
環
境
保
全
直
接
支
援
事
業
」

な
ど
を
活
用
し
て
森
林
の
整
備（
市
管
理
の
森

林
）や
森
林
組
合
な
ど
各
種
団
体
へ
森
林
整
備
に

対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

分
収
造
林
の
取
り
組
み

　

森
林
に
は
、
土
砂
の
崩
壊
や
流
出
を
防
ぐ
、

山
地
災
害
防
止
機
能
や
、
森
林
土
壌
が
雨
水
を

吸
収
し
て
蓄
え
、
時
間
を
か
け
て
浄
化
し
た
良

質
な
地
下
水
を
安
定
的
に
河
川
へ
送
り
出
す
水

源
か
ん
養
機
能
な
ど
、
多
面
的
で
公
益
的
な
機

能
が
あ
り
、
本
市
の
中
心
部
を
流
れ
る
長
良
川

も
上
流
域
に
広
が
る
森
林
の
こ
う
し
た
働
き
に

よ
っ
て
、
美
し
く
豊
か
な
水
を
た
た
え
る
清
流

と
し
て
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

清
流
長
良
川
は
、
市
民
の
生
活
に
欠
か
せ
な

い
大
切
な
存
在
で
、
貴
重
な
水
源
で
あ
る
の
み

な
ら
ず
、
農
業
、
商
工
業
、
さ
ら
に
は
前
述
し

た
長
良
川
鵜
飼
の
舞
台
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
長
良
川
の
清
流
を
守
り
、
未
来
へ
と
引

き
継
い
で
い
く
た
め
、
本
市
で
は
長
良
川
上
流

域
の
自
治
体
と
連
携
し
て
、
上
流
に
広
が
る
豊

か
な
森
林
を
守
り
育
て
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
上
流
域
の
自
治
体
が
土

地
を
提
供
し
、
本
市
が
森
林
整
備
に
か
か
る
費

用
負
担
者
と
な
り
、
新
植
・
保
育
な
ど
の
森
林

整
備
を
行
っ
て
、
成
林
後
は
収
益
を
分
収
す
る

事
業
で
す
。

　

昭
和
57
年
に
、
現
在
は
郡
上
市
と
な
っ
て
い

る
旧
高
鷲
村
と
の
間
で
事
業
を
始
め
、
共
に
手

を
た
ず
さ
え
る
と
い
う
意
味
で
事
業
地
を「
た
ず

さ
え
の
森
」と
命
名
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
来
、
旧
明
宝
村
や
旧
和
良
村
、
現
関

市
の
旧
上
之
保
村
、
さ
ら
に
は
現
山
県
市
の
旧

美
山
町
な
ど
、
計
15
箇
所
の
森
林
へ
と
拡
げ
、

現
在
で
は
、
郡
上
市
、
山
県
市
、
関
市
の
３
市

と
の
間
で
約
70
　

ha
の
事
業
地
に
お
い
て
、
約

17
万
本
の
木
を
育
て
て
い
ま
す
。

　

最
初
の
事
業
地
で
あ
る
郡
上
市
高
鷲
町
は
、

平
成
29
年
で
35
周
年
を
迎
え
た
の
を
機
に「
分
収

造
林
た
ず
さ
え
の
森
事
業
」の
意
義
を
再
認
識

し
、
上
流
域
の
森
林
整
備
の
大
切
さ
を
次
世
代

へ
と
引
き
継
ぐ
た
め
、
岐
阜
市
と
郡
上
市
の
小

学
生
を
交
え
た
交
流
事
業
を
開
催
し
ま
し
た
。

木
材
利
用
促
進
の
取
り
組
み

　

木
材
の
利
用
に
関
す
る
取
り
組
み
と
し
て
は
、

平
成
25
年
6
月
に
、「
岐
阜
市
公
共
建
築
物
等
に

お
け
る
木
材
の
利
用
推
進
に
関
す
る
方
針
」を
策

定
し
、
本
市
の
関
係
部
局
か
ら
成
る「
木
材
の
利

用
推
進
連
絡
会
議
」を
開
催
し
て
、
公
共
建
築
物

等
に
お
け
る
木
造
化
、
内
装
等
の
木
質
化
及
び

木
製
品
の
導
入
な
ど
、
木
材
の
利
用
促
進
に
努

め
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

　

こ
れ
か
ら
も
森
林
へ
の
様
々
な
取
り
組
み
を

通
し
て
、
森
林
を
守
り
育
て
、
林
業
振
興
を
推

進
し
、
林
業
・
木
材
産
業
を
活
性
化
さ
せ
て
ま

い
り
ま
す
。

▲金華山と清流長良川

▲岐阜市と郡上市の小学生の交流

▲みんなの森ぎふメディアコスモス
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治
山
技
術
の
向
上
へ
の
寄
与
等
を
目
的

に
、
中
部
８
県
と
中
部
森
林
管
理
局
等
を
構

成
員
に
治
山
研
究
会
中
部
支
部
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
支
部
で
は
現
場
技
術
の
向
上

を
目
指
し
、
毎
年
構
成
県
が
持
ち
回
り
で
技

術
検
討
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

9
月
に
福
井
県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
岐
阜

県
か
ら
２
名
が
参
加
し
、
計
画
書
の
作
成
方

法
を
学
び
ま
し
た
。

　■
検
討
会
概
要

　
検
討
会
は
次
の
内
容
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
開
催
日
時
：

　
平
成
29
年
9
月
5
日
〜
平
成
29
年
9
月
7
日

●
現
地
検
討
個
所
：

　
福
井
県
三
方
郡
美
浜
町
丹
生
地
内

●
室
内
検
討
会
場
：

　
福
井
県
嶺
南
振
興
局
敦
賀
合
同
庁
舎

●
検
討
内
容
：

　
現
地
調
査
と
治
山
事
業
設
計
計
画

　
治
山
事
業
の
実
施
計
画
書
作
成

●
参
加
者
：

　
24
名
　
各
班
６
名
の
４
班
で
検
討

●
日
程
：

　
１
日
目
　
現
地
検
討

　
２
日
目
　
室
内
検
討

　
３
日
目
　
成
果
発
表

■
現
地
検
討

　
検
討
会
初
日
は
、
日
程
説
明
等
の
後
、
班

分
け
さ
れ
、
現
地
検
討
に
出
か
け
ま
し
た
。

　
現
地
箇
所
は
、
美
浜
町
北
部
、
小
半
島
内

の
水
晶
浜
近
く
に
あ
る
丹
波
山
内
の
小
渓
流

で
す
。
当
渓
流
は
元
々
幅
１
m
程
度
で
し
た

が
、
平
成
25
年
９
月
の
台
風
時
に
山
腹
崩
壊

及
び
渓
岸
浸
食
に
よ
り
、
下
流
に
土
砂
が
流

出
し
、
荒
廃
渓
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
研
修
の
目
的
は
、
こ
の
渓
流
に
渓

間
工
等
を
設
置
す
る
た
め
の
測
量
、
設
計
及

び
計
画
書
を
作
成
す
る
中
で
互
い
に
意
見
を

出
し
合
い
、
検
討
力
、
考
察
力
を
深
め
る
こ

と
で
す
。
測
量
は
各
班
1
か
所
の
横
断
測
量

と
局
所
縦
断
測
量
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

渓
流
全
体
の
荒
廃
状
況
を
記
録
し
ま
し
た
。

　■
室
内
検
討

　
２
日
目
は
班
ご
と
に
渓
間
工
等
の
設
計
と

計
画
書
の
作
成
を
行
い
ま
し
た
。

　
設
計
検
討
は
各
県
の
班
員
が
そ
れ
ぞ
れ
考

え
を
出
し
合
い
、
ま
た
、
講
師
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
ま
し
た
。

■
成
果
発
表

　
第
3
日
目
に
班
ご
と
に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

を
用
い
て
、
成
果
の
発
表
と
質
疑
応
答
を
行

い
ま
し
た
。

　
各
班
、
異
な
る
設
計
結
果
に
な
り
ま
し
た

が
、
い
ず
れ
も
考
え
方
が
は
っ
き
り
と
し
て

お
り
、
な
る
ほ
ど
と
思
わ
さ
れ
ま
し
た
。
同

一
渓
流
で
も
多
く
の
視
点
で
設
計
検
討
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
学
び
ま
し
た
。

■
最
後
に

　
今
回
の
検
討
内
容
を
今
後
の
業
務
に
反
映

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
多
忙
の
中
、
研
修
資
料
・
会
場

の
準
備
及
び
研
修
時
の
指
導
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
福
井
県
職
員
の
皆
様
に
は
大
き
く

感
謝
い
た
し
ま
す
。

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
7
4
ー
2
5
ー
3
1
1
1（
代
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　可
茂
農
林
事
務
所
ま
で

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
6
ー
5
2
ー
3
１
１
１（
代
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　下
呂
農
林
事
務
所
ま
で

可
茂
農
林
事
務
所
林
業
課

　上
村

　康
人

下
呂
農
林
事
務
所
林
業
課

　熊
崎

　尚
哉

平
成
29
年
度

第
56
回 
治
山
研
究
会
中
部
支
部
現
地
検
討
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　参
加
し
ま
し
た

測量実施状況
完成した平面図・構造図

発表状況
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自然学総合研究所　野平 照雄●Teruo Nohira

－ 音色でおいしいビール、コオロギ － 【第317回】

　前回お話しした孫のチビちゃんたちが飼っているトカゲ。餌は
生きている昆虫や蜘蛛なので、これを与えなければならない。
この餌を採るのが私の役目。チビちゃんのためだと毎日出かけ
た。「トカゲの餌だよ」、「ありがとう、お爺ちゃん」。この会話が
何日も続いた。これが楽しみで餌採りをしているのだ。それが、
いつからか足取りが重くなってきた。暑くなってきたからである。
炎天下で汗だくになって、捕虫網を振る。これがきつい。虫好
き人間の私でも嫌になってきた。他に方法がないかと考えた。
ふと、外国の美麗トカゲを飼っているK氏が浮かんだ。餌はコオ
ロギで、これを飼育で大量に育てていると聞いたことがあるか
らである。これなら毎日餌採りをしなくてもすむ。これだ。K氏
に電話を入れ、飼育のコツなどを教えてもらった。これなら虫採
りをしなくてもすむ。しかも効率的だ。気が楽になったとK氏に
お礼。ところがK氏から意外な言葉。「野外で採った方が楽かも
知れませんよ」。「え、どうして」と私。「飼育をはじめればわか
りますよ」とK氏は笑って電話を切った。飼育を始めた。コオロ
ギは日本にいないヨーロッパイエコオロギ（以下、コオロギ）。
丈夫でたくさん卵を産むからだ。これをネットで100匹注文した。
この間に飼育箱の準備。これは化粧ケースで代用し、蓋に小さ
な空気穴をたくさんあけた。そして、食堂（餌を食べる場）、水
飲み場、身を潜める休憩場や産卵場などを作った。後はコオロ
ギを入れるだけだ。

×　　×　　×　　×
　コオロギが届いた。体長は5㎜と小さい。老眼の私には黒い
米粒のように映る。これを飼育容器に入れ始めた。ところが動
きは素早い。それに飛躍力がある。移している途中で逃げ出す
ものもいた。おそらく30匹くらいはいたと思う。残り70匹。こ
れを何としても親にし、卵を産ませなければと思った。コオロギ
は何でも食べる雑食性なので、ペットショップでスズムシの餌を
購入し、これを与えた。すぐに数匹のコオロギが寄ってきた。し
かし、餌を食べることなくすぐに物陰に身を潜めてしまう。この
繰り返しであった。それが夜になると一斉に出てきて競うように
食べ、水を吸っていた。毎日、餌と水の補給。これが私の日課
となった。野外での虫採りよりはるかに楽であった。コオロギは
食欲旺盛で、餌を与えるとあっという間に食べてしまう。コオロ
ギは日に日に大きくなり、20日経過した頃から、鳴き始めた。
日本のコオロギと同じような音色であった。しかし、狭い容器内。
何十匹もの合唱となるとやかましく聞こえることもあった。

×　　×　　×　　×
　コオロギのオスは鳴き声でメスを引き寄せ、愛が芽生えて結
婚する。しかし、容器の中は騒々しい大合唱。ここでロマンチッ
クな出会いが出来るのだろうかと、おかしなことを思った。メス

は卵を産み始めた。産卵場には常に5～ 6匹が長い産卵管を突
き刺して産卵している。これが何日も続いた。その産卵場を調
べると無数の卵が産み付けられていた。ざっと数えても数千卵
以上。これがすべて孵化して大きくなればトカゲの餌は大丈夫
だと思った。卵は8月上旬頃から孵り始めた。2㎜の小さな子供
だ。それが1日100匹くらい産まれてくるので、あっという間に
容器は満杯。その都度飼育箱を増やして12個にもなった。子供
たちは食欲旺盛だ。よく食べ、よく水を飲む。しかし、これが
不足すると死亡してし
まう。餌やり、水の補
給、飼育箱の掃除な
どをして管理した。そ
れでも死亡虫は続出し
た。ひどいときは半数
以上も死亡した飼育箱
もあった。原因は水不
足や共食い。餌や水
のチェックを忘れた私
のミスであった。毎日
12個の飼育容器の管理。きついと思うようになってきた。しかも、
動きが素早い。わずかな隙間でもジャンプして飛び出すので、
餌の取り替え時には気を付けて行った。それでも逃げられ、多
いときは数十匹単位。これは大変だ。飼育より野外での餌採り
の方がはるかに楽だと思うようになってきた。K氏の言っていた
ことが、この時理解できた。

×　　×　　×　　×
　思いもしないことが起きた。お盆の頃から家の中でコオロギ
が鳴き始めたのである。台所、居間、2階からも聞こえてきた。
これは飼育容器から逃げたコオロギが鳴いているのだと直感し
た。このコオロギは名前の通り家の中に住み、落ちている家庭
ゴミを食べて生きている。しかし、飼育箱に比べ餌事情が悪い
ので、成長が遅い。この時期になってようやく鳴き出したのだ
と思った。家の中で聞くコオロギの音色は風情があった。暑い夜、
コオロギの音色を聞きながらビールを飲んだ。味は格別。何日
も喉を潤した。そのうちに鳴かなくなった。物足りなさというか
一抹の淋しさを感じた。しかし、しばらくすれば今飼っているコ
オロギの逃げ出したのが鳴き出すはずだ。その時もまた冷たい
ビール、いやその頃は肌寒いので熱燗にしよう。部屋の片隅か
ら聞こえてくる風情ある音色。それを聞きながら喉を潤す熱燗。
おいしいだろうなー。

▲産卵中のコオロギ
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や
る
し
か
な
い
と
思
い
兼
業
で
原
木
し
い
た
け

栽
培
を
は
じ
め
ま
し
た
。

 

　 

お
か
げ
さ
ま
で
、白
川
町
は
環
境
も
良
く
、家
族

も
増
え
ま
し
た
。

 

Ｑ.

難
し
い
と
感
じ
る
と
こ
ろ
は
？

Ａ.

相
手
が
菌
で
目
に
見
え
な
い
の
で
、最
初
の
こ
ろ

は
し
い
た
け
が
う
ま
く
発
生
す
る
か
ど
う
か
不

安
で
し
た
。

 

　 

ま
た
自
然
相
手
で
天
候
に
左
右
さ
れ
る
と
い
う

面
で
も
難
し
い
と
感
じ
ま
す
。

 

　 

地
域
の
先
輩
等
に
教
え
て
頂
き
な
が
ら
な
ん
と

か
今
年
で
６
年
目
を
迎
え
ま
す
。

 

Ｑ.

今
後
の
目
標
は
？

Ａ.

原
木
の
仕
入
れ
も
年
々
困
難
さ
を
増
し
て
い
る
の

で
、将
来
的
に
は
、自
分
で
木
を
育
て
伐
っ
て
原
木

と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
な
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

 

　 

中
山
間
地
域
の
強
み
を
生
か
し
て
、農
業
と
と
も

に
地
域
の
森
林
づ
く
り
も
考
え
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

Ｑ.

原
木
し
い
た
け
の
い
い
と
こ
ろ
を

　 

お
願
い
し
ま
す
。

Ａ.

味
が
お
い
し
く
、無
農
薬
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。

 

Ｑ.

お
い
し
い
食
べ
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ.「
し
い
た
け
カ
ツ
」、パ
ン
粉
を
つ
け
て
カ
ツ
風
に

し
ま
す
。肉
厚
、ホ
ッ
カ
リ
で
す
。も
ち
ろ
ん
い
ろ

ん
な
鍋
で
具
材
と
し
て
も
最
高
で
す
。

地 域の人

　
白
川
町
は
、東
濃
ひ
の
き
や
白
川
茶
の
産
地
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、昔
か
ら
原
木
し
い
た
け
が

盛
ん
で
、現
在
も
原
木
し
い
た
け
を
み
な
さ
ん
に
食

べ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
の
も
と
栽
培
を
し
て

み
え
ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
中
、若
手
？
の
ホ
ー
プ
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

 

Ｑ.

原
木
し
い
た
け
栽
培
を
は
じ
め
た

 

　
き
っ
か
け
は
？

Ａ.

原
木
し
い
た
け
栽
培
を
し
て
い
た
父
か
ら
数
年

前
に
引
き
継
い
だ
の
が
き
っ
か
け
で
す
。十
数
年

来
父
の
お
手
伝
い
を
し
て
き
た
妻
や
パ
ー
ト
の

人
、地
域
の
先
輩
方
に
教
え
て
頂
き
な
が
ら
、体

力
勝
負
の
と
こ
ろ
も
あ
り
大
変
で
す
が
、棚
田
し

い
た
け
の
原
木
し
い
た
け
を
途
切
れ
さ
せ
ま
い

と
五
十
過
ぎ
の
身
を
奮
い
立
た
せ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

 

Ｑ.

難
し
い
と
感
じ
る
と
こ
ろ
は
？

Ａ.

自
然
相
手
の
と
こ
ろ
も
あ
り
、市
場
の
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
生
産
が
で
き
る
か
、需
要
と
供
給
の
バ
ラ

ン
ス
と
か
、そ
う
い
っ
た
こ
と
を
考
え
な
が
ら
年

間
を
通
し
て
や
っ
て
い
く
こ
と
は
大
変
と
感
じ

ま
す
。

 

　 

ま
た
、近
年
は
、原
木
の
仕
入
れ
も
大
変
で
す
。

 

Ｑ.

今
後
の
目
標
は
？

Ａ.

原
木
の
量
は
増
や
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。今

は
、年
間
１
万
１
千
本
程
で
す
が
、父
の
頃
に
は

年
間
２
〜
３
万
本
植
菌
し
て
い
た
の
で
、も
う
少

し
増
や
せ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

Ｑ.
原
木
し
い
た
け
の
い
い
と
こ
ろ
を

　 

お
願
い
し
ま
す
。

Ａ.

味
が
濃
く
て
お
い
し
い
で
す
。ひ
と
つ
ひ
と
つ
形

は
違
う
け
れ
ど
、ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
味
わ
い
が
あ

り
ま
す
。無
農
薬
で
も
あ
り
ま
す
。

 

Ｑ.

お
い
し
い
食
べ
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ.

焼
い
て
良
く
、煮
て
良
く
、炒
め
て
良
く
、蒸
し
て

良
く
で
す
が
、焙
っ
て
生
姜
た
ま
り
で
頂
く
の
も

お
薦
め
し
ま
す
。

 

Ｑ.

原
木
し
い
た
け
栽
培
を
は
じ
め
た

 

　
き
っ
か
け
は
？

Ａ.

有
機
農
業
の
研
修
で
平
成
23
年
に
白
川
町
に
来

た
と
き
、研
修
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
地
元
の

方
か
ら
頂
い
た
原
木
し
い
た
け
の
味
に
衝
撃
を

受
け
、翌
年
度
に
白
川
町
に
移
住
し
就
農
す
る
際

に
、食
べ
て
お
い
し
い
、仕
事
場
は
環
境
の
良
い
山
、

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
４
ー
２
５
ー
３
１
１
１
内
線（
４
２
１
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
可
茂
農
林
事
務
所
ま
で

【
可
茂
農
林
事
務
所

　荻
巣 

勝
俊
】

白川町黒川（棚田しいたけ）

藤井 昌弘さん　美和さん 加藤 智士さん　敦美さん

白川町黒川（たわわ農園）

原木しいたけのあじわい

白川町黒川（棚田しいたけ）
藤井 昌弘さん　美和さん

白川町黒川（たわわ農園）
加藤 智士さん　敦美さん
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普及コーナー

100 年先の森林づくりは人づくりから
　　　　　 ひだ施業プランナークラブと指標林設定

■飛騨農林事務所林業課　林業普及指導員　中谷 和司

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
７
ー
３
３
ー
１
１
１
１
内
線（
４
９
２
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
飛
騨
農
林
事
務
所
林
業
課
ま
で

《
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
》

　

指
標
林
の
調
査
・
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
飛
騨
森
林

管
理
署
と
連
携
し
、
市
・
村
、
森
林
組
合
の
７
者
に
よ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
り
、
調
査
地
の
選
定
や

調
査
内
容
に
つ
い
て
、
や
ら
さ
れ
感
に
配
慮
し
つ
つ
合

意
を
図
り
進
め
ま
し
た
。（
図
―
２
）

《
対
象
森
林
》

　

指
標
林
と
す
る
対
象
森
林
に
つ
い
て
は
、林
齢
、地
形
、

気
象
等
様
々
な
因
子
が
考
え
ら
れ
ま
す
。初
め
か
ら
細
々

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
地
域
森
林
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
あ

る「
市
町
村
森
林
整
備
計
画
」で
あ
り
、
５
ヵ
年
間
の
整

備
計
画
で
あ
る「
森
林
経
営
計
画
」で
す
。
特
に「
森
林
経

営
計
画
」は
、
間
伐
等
の
施
工
に
直
結
す
る
重
要
な
計
画

で
す
。

　

そ
し
て
、
森
林
経
営
計
画
を
作
成
す
る
施
業
プ
ラ
ン

ナ
ー
に
は
、
豊
富
な
経
験
と
知
識
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
各
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
、
各
事
業
体
の
育

成
・
教
育
体
制
が
あ
ま
り
整
っ
て
い
な
い
こ
と
や
林
学

を
修
学
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
経
験
・
知
識
度
が
様
々

で
す
。
人
材
育
成
に
対
す
る
意
識
は
あ
る
も
の
の
、日
々

の
業
務
多
忙
の
中
で
は
事
業
地
確
保
が
優
先
さ
れ
、
個

別
事
案
ご
と
の
指
示
に
終
始
し
た
り
補
助
金
制
度
の
基

準
等
の
決
ま
り
ご
と
に
囚
わ
れ
て
し
ま
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
、
森
林
の
評
価
話
は
、
間
伐
で
き
る

か
否
か
に
陥
っ
て
し
ま
い
、
森
林
経
営
計
画
の
目
標
林

型
は
、
画
一
的
に
な
り
が
ち
で
す
。

《
課
題
》

・
森
づ
く
り
の
基
本
知
識
の
習
得

・
科
学
的
森
林
評
価
技
術
の
習
得

・
各
事
業
体
に
よ
る
人
材
育
成
・
教
育
体
制
整
備

指
標
林
設
定

　

１
０
０
年
先
の
森
林
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、
目
標

と
な
る
モ
デ
ル
的
な
森
林
の
存
在
は
、
何
を
す
る
に
も

有
利
で
す
。

　

そ
こ
で
、
森
づ
く
り
の
指
標
と
す
べ
く
森
林
を「
指
標

林
」と
し
て
設
定
し
て
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
森
林
の

現
況
を
知
り
、
過
去
の
施
業
等
を
知
り
、
そ
し
て
未
来

に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
と
い
う
指
標
と

考
え
た
わ
け
で
す
。

　

指
標
林
を
起
点
と
し
た
地
域
の
森
づ
く
り
、
人
材
育

成
を
含
め
た
全
体
像
は
、
図
―
１
の
と
お
り
で
す
。

　

も
と
よ
り
樹
木
と
森
林
の
成
長
に
は
、
数
十
年
以
上

の
時
間
と
広
域
な
空
間
が
必
要
な
こ
と
は
ご
承
知
の
と

お
り
で
す
。

　

県
で
は
、
第
３
期
岐
阜
県
森
林
づ
く
り
基
本
計
画
が

ス
タ
ー
ト
し
、
新
た
な
重
点
政
策
の
柱
で
あ
る「
１
０
０

年
先
の
森
林
づ
く
り
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

１
０
０
年
先
の
森
林
づ
く
り
を
行
う
た
め
に
は
、
現

状
森
林
の
将
来
像
、
目
標
林
型
を
定
め
計
画
的
に
森
林

整
備
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
の
成
長
は
、
自
然
の
力
に
委
ね
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
気
象
、
地
形
、
植
生
等
の
地
域
特
性
を

踏
ま
え
た
う
え
で
、
森
林
の
将
来
像
、
目
標
林
型
を
定

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

第
３
期
岐
阜
県
森
林
づ
く
り
基
本
計
画
の
基
本
的
な

考
え
方
と
し
て
、
造
林
適
地
と
不
適
地
に
分
類
し
、
地

域
ご
と
に
望
ま
し
い
森
林
の
姿
を
示
す
森
林
配
置
計
画

を
策
定
し
て
行
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
課
題
１

　

国
際
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
で
あ
る「
持
続
可
能
な
森
林
経

営
」を
推
進
す
る
上
で
も
、「
適
地
適
木
、
適
し
た
施
業
」

が
基
本
で
、
そ
の
た
め
に
は
地
域
森
林
の
現
地
調
査
に

よ
る
科
学
的
評
価
に
基
づ
き
特
性
を
知
る
こ
と
が
必
須

で
す
。

　

し
か
し
、
当
管
内
の
森
林
面
積
は
３
０
９
千
ha
と
広

大
で
あ
り
地
域
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
地
調
査
の
必

要
性
は
感
じ
つ
つ
も
な
か
な
か
出
来
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。

《
課
題
》

・
誰
が
行
う
の
か

・
何
処
か
ら
行
う
の
か

・
森
林
評
価
内
容
、
項
目
は
如
何
に

・
調
査
費
用
は
ど
う
す
る
の
か

地
域
課
題
２

　
「
１
０
０
年
先
の
森
林
づ
く
り
」「
持
続
可
能
な
森
林
経

営
」を
行
う
た
め
に
は
、
長
期
視
点
に
立
ち
森
林
の
将
来

像
を
定
め
た
う
え
で
、
計
画
的
に
森
林
整
備
を
進
め
て

▲図―１　指標林を起点とした地域の森林づくり構想

指　標　林
●言葉から現物
　→ 具現化
●民・国の連携 
　→ 面的な森づくり
●データ蓄積 
　→ 未来の森づくり
●森林評価 
　→ 持続可能な森林

【市町村森林整備計画】
地域森林のマスタープラン

【森林経営計画】
持続可能な森林経営計画

現
地
状
況
の
提
供

目
指
す
将
来
の
森
林

内容の
発展・拡充

森の
イメージ

拡充の要求

地域の森づくり

基盤づくり（体制整備　・　人材育成）
スキルアップ 支え

検　証 実行・監理

内容の充実

▲図―２　指標林設定プロジェクトチーム

連　携飛騨森林
管理署

飛騨高山
森林組合

高山市
飛騨市

白川村

飛騨市
森林組合

飛騨農林
事務所

プロジェクト
チーム

●技術、データ
●一貫した山づくり
●民国連携
●国フォレスター
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普及コーナー

100 年先の森林づくりは人づくりから
　　　　　 ひだ施業プランナークラブと指標林設定

■飛騨農林事務所林業課　林業普及指導員　中谷 和司

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
７
ー
３
３
ー
１
１
１
１
内
線（
４
９
２
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
飛
騨
農
林
事
務
所
林
業
課
ま
で

（
写
真
―
１
）

○
Ｈ
Ｐ
Ｃ
通
信

　

会
員
紹
介
や
各
種
研
修
会
・
イ
ベ
ン
ト
等
開
催
と
参

加
し
た
と
き
の
感
想
等
の
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

○
研
修
会
等

・
飛
騨
共
販
所
原
木
市
場
調
査

・
飛
騨
森
林
管
理
署
コ
ン
テ
ナ
苗
植
栽
研
修

・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ（
京
都
市
・

福
知
山
市
）

・
架
線
系
作
業
シ
ス
テ
ム
研
修
会

・
１
０
０
年
先
の
森
林
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

・
林
業
専
用
道
等
作
業
道
研
修
会

・
屋
根
型
作
業
道
に
見
る
丈
夫
で
安
価
な
道
づ
く
り
現
地

検
討
会

・
原
木
評
価
勉
強
会

今
後
の
方
針

　

指
標
林
を
通
し
て
の
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
育
成
で
強
く

感
じ
た
こ
と
は
、
森
林
評
価
に
対
す
る
認
識
が
低
く
、

科
学
的
で
は
な
く
自
分
の
見
た
目
で
の
判
断
に
よ
る
傾

向
が
あ
る
こ
と
で
す
。

　

森
林
の
適
正
な
評
価
は
、
森
づ
く
り
の
基
本
で
あ
り
、

様
々
な
森
林
の
観
察
・
評
価
を
数
多
く
行
う
こ
と
が
肝

要
な
こ
と
か
ら
も
、
指
標
林
設
定
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
主
体
性
を
高
め
て
い
く

た
め
、
リ
ー
ダ
ー
的
人
材
の
育
成
も
視
野
に
入
れ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
、
組
織
内
で
の
教
育
体
制
強
化
や
地
域

森
林
づ
く
り
の
牽
引
者
的
存
在
を
目
指
し
、
視
野
を
広

げ
る
た
め
に
岐
阜
県
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
協
会
へ
の
合
流
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

《
指
標
林
の
活
用
》

　

指
標
林
の
活
用
の
一
つ
と
し
て
、
森
林
経
営
計
画
に

お
け
る
目
標
林
型
の
事
例
と
し
て
反
映
し
て
い
ま
す
。

　

目
標
と
す
る
胸
高
直
径
・
成
立
本
数
等
は
、
指
標
林

に
裏
付
け
さ
れ
た
具
体
的
数
値
で
あ
り
、
実
現
性
の
高

い
目
標
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
目
標
と
し
た
指
標
林
を

掲
載
す
る
こ
と
に
よ
り
、
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
や
森
林
所

有
者
等
の
だ
れ
も
が
、
共
通
の
目
標
林
型
を
イ
メ
ー
ジ

す
る
こ
と
が
で
き
、
将
来
に
わ
た
り
一
貫
し
た
施
業
実

施
に
繋
が
り
ま
す
。

施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
育
成

　

各
事
業
体
は
、
人
材
育
成
・
教
育
に
つ
い
て
問
題
意

識
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
よ
り
教
育
体

制
が
明
確
で
な
か
っ
た
り
、
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て

の
位
置
づ
け
も
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
若
手
・
中
堅
職
員
の
中
に
は
、
技
術
・
知
識

の
習
得
意
欲
が
高
い
職
員
も
い
た
り
、
小
規
模
事
業
体

で
は
、
年
の
差
も
あ
り
若
手
が
孤
立
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
他
の
事
業
体
の
手
法
を
知
り
た
い
と

い
う
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
林
業
普
及
指
導
員
が
、
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
等

を
育
成
支
援
し
て
い
く
中
で
も
、
事
業
体
ご
と
、
個
人

ご
と
に
対
応
し
て
い
く
に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。

な
条
件
と
す
る
と
対
象
林
の
選
定
が
難
し
く
な
る
た
め
、

60
～
70
年
生
く
ら
い
で
各
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
良
い
森

林
だ
と
思
う
と
こ
ろ
か
ら
設
定
を
し
ま
し
た
。
樹
種
は
、

ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
カ
ラ
マ
ツ
で
す
。

《
調
査
内
容
》

　

調
査
内
容
に
つ
い
て
は
、
表
―
１
の
と
お
り
で
す
が
、

簡
易
機
能
評
価
と
し
て「
森
の
通
信
簿
」も
あ
わ
せ
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
図
―
３
に
示
す
と
お
り
１
枚
に
ま
と

め
、
情
報
の
共
有
を
し
ま
し
た
。
現
在
、
指
標
林
は
、

25
か
所
あ
り
、
そ
の
分
布
は
、
図
―
４
の
と
お
り
で
す
。

　

そ
こ
で
、
事
業
体
の
枠
に
囚
わ
れ
ず
、
一
元
的
且
つ

柔
軟
に
育
成
支
援
し
て
い
く
た
め
に
、施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー

等
中
堅
、
若
手
職
員
に
よ
る
組
織
化
を
行
い
ま
し
た
。

ひ
だ
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
ク
ラ
ブ

　

目
的
を
会
員
相
互
の
情
報
交
換
と
親
睦
、
自
己
研
鑚
、

地
位
向
上
を
図
り
１
０
０
年
先
の
森
づ
く
り
を
目
指
す

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
７
月
に
設
立
し
、
会
員
は
現
在
54
名
で
す
。

メ
ン
バ
ー
は
、
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
限
定
せ
ず
、
管
理

職
を
除
い
た
若
手
職
員
に
加
え
、
飛
騨
森
林
管
理
署
の

森
林
官
に
も
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

組
織
化
す
る
に
当
た
っ
て
、
組
織
化
そ
の
も
の
に
つ

い
て
は
、
理
解
を
得
ら
れ
た
も
の
の
、
何
か
を
や
ら
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
、
業
務
の
負
担
に
な
る
の
で
は
な

い
か
、
堅
苦
し
い
の
は
ご
め
ん
だ
等
の
疑
念
の
声
も
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
活
動
に
つ
い
て
は
、
業
務
の
負
担
に
な

ら
な
い
、
堅
苦
し
い
集
ま
り
で
な
く
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な

雰
囲
気
に
し
よ
う
と
、
名
前
も「
協
議
会
」等
で
な
く「
ク

ラ
ブ
」と
し
ま
し
た
。

　

活
動
の
指
導
・
支
援
に
つ
い
て
は
、
会
員
を
集
め
て

の
研
修
会
で
は
な
く
、
業
務
を
と
お
し
て
育
成
し
て
い

く
Ｏ
Ｊ
Ｔ
的
な
手
法
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
、

当
ク
ラ
ブ
に
よ
る
指
標
林
設
定

で
す
。

《
活
動
内
容
》

○
指
標
林
設
定

　

主
な
活
動
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
指
標
林
の
調
査
は
、
担

当
地
区
の
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー

等
、
国
有
林
の
森
林
官
と
森
林

技
術
指
導
官
お
よ
び
県
の
林
業

普
及
指
導
員
の
５
～
６
名
で
行

い
ま
す
。

　

調
査
は
、
単
に
調
査
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
目
的
・
方
法
や

調
査
結
果
か
ら
読
み
取
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
交
え
な
が
ら
行
い
ま
す
。

▲図―３　指標林調査結果表

位置情報

林分調査

施業履歴

機能評価

図面・写真
路網状況

▲図―４　指標林箇所

白川村
飛騨市

高山市
町

清見町

国有林
民有林

神岡町

上宝町上宝町

国府町

高根町
朝日町

久々野町
一之宮町荘川町

宮川町

河合町
古川町

丹生川町

区　分 高山市 飛騨市 白川村 計
国有林 ７ ２ ０ ９
民有林 12 ３ １ 16
計 19 ５ １ 25

▲写真―１　指標林調査状況

植生調査

川の調査

土壌調査器具の取扱

取りまとめ

ワークショップを交えて

数値により
健全性の解説

▲表―1　指標林調査内容

民国別、大字・字、林小班、面積、所有者、
標高、斜面方位、傾斜角、調査日

面積、林分密度、材積、胸高直径、樹高、樹冠長、
形状比、相対幹距比、気象害、獣害、曲り

区域内路網延長、路網密度、道からの距離、
搬出先（流通拠点）、運搬距離

位置情報

林分調査

施業履歴 植栽年、植栽本数、施業内容、ゾーニング

路網状況

機能評価 森の通信簿による簡易評価、レーダーチャート

図面・写真 位置図、個所図、写真（全景・林内・渓流）
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土
移
動
の
状
況
は
、
両
列
と
も
年
が
経
過
す

る
ご
と
に
減
少
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
し
た

（
図
３
）。

　
伐
採
し
て
い
な
い
残
存
列
で
も
植
被
率
が

増
加
し
た
の
は
、
伐
採
列
か
ら
十
分
な
光
が

入
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
以
上
か
ら
列
状
間
伐
は
、
下
層
植
生
が
衰

退
し
た
壮
齢
ヒ
ノ
キ
人
工
林
の
土
砂
移
動
を

減
少
さ
せ
る
方
法
と
し
て
、
一
定
の
効
果
を

発
揮
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
列
で
植
生
の
回
復
状

況
に
差
が
生
じ
、
表
土
移
動
を
抑
制
す
る
効

果
が
異
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
列
状
間
伐
が
下
層
植
生
が
衰
退

し
た
壮
齢
ヒ
ノ
キ
人
工
林
の
表
土
移
動
に
与

え
る
影
響
を
調
べ
る
た
め
に
、
西
濃
地
域
で

２
伐
５
残
の
列
状
間
伐
を
し
た
55
年
生
ヒ
ノ

キ
人
工
林
（
図
１
）
に
お
い
て
、
間
伐
直
後

か
ら
２
年
間
の
伐
採
列
と
残
存
列
の
植
被
率

（
※
）
と
表
土
移
動
の
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。

列
状
間
伐
後
の
土
砂
移
動
状
況

　
植
被
率
は
、
残
存
列
で
は
２
年
目
に
若
干

減
少
し
ま
し
た
が
、
間
伐
直
後
に
比
べ
る
と

両
列
と
も
増
加
し
て
い
ま
し
た
（
図
２
）。
表

は
じ
め
に

　
ヒ
ノ
キ
一
斉
人
工
林
で
は
、
鬱
閉
し
た
林

冠
を
放
置
す
る
と
、
林
内
が
暗
く
な
る
た
め

下
層
植
生
が
衰
退
し
、表
層
土
壌
の
流
出（
表

土
移
動
）
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ

れ
を
防
ぐ
た
め
、
適
切
な
時
期
に
間
伐
を
行

い
、
林
内
を
十
分
な
明
る
さ
に
保
ち
、
下
層

植
生
を
衰
退
さ
せ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
し
か
し
現
実
に
は
間
伐
が
遅
れ
、
下
層
植

生
が
衰
退
し
て
い
る
人
工
林
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
下
層
植
生
が
衰
退
し
た
林
分
で

は
、
通
常
の
間
伐
を
行
っ
て
も
再
び
植
生
を

回
復
さ
せ
る
の
が
困
難
な
事
例
も
見
ら
れ
ま

す
。下

層
植
生
を
回
復
さ
せ
る
た
め
の

間
伐

　
衰
退
し
た
下
層
植
生
を
回
復
さ
せ
る
方
法

と
し
て
、
通
常
の
間
伐
よ
り
高
い
割
合
で
木

を
伐
り
、
林
内
に
よ
り
多
く
の
光
を
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
列
状
間
伐
（
一
定
の
列
を
決

め
、
そ
の
列
内
の
木
を
全
て
伐
採
す
る
間
伐
）

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
列
状
間
伐
で
は
伐
採
す

る
列
（
伐
採
列
）
と
し
な
い
列
（
残
存
列
）

お
わ
り
に

　
今
回
の
事
例
は
、
伐
採
後
２
年
目
ま
で
の

短
い
期
間
に
お
け
る
調
査
結
果
で
す
。
残
存

列
で
２
年
目
に
減
少
し
た
植
被
率
が
今
後
ど

う
な
る
の
か
、
伐
採
列
の
植
被
率
は
増
加
し

続
け
る
の
か
、
こ
の
ま
ま
表
土
移
動
は
減
少

し
続
け
る
の
か
な
ど
、
解
明
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
点
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一
口

に
列
状
間
伐
と
い
っ
て
も
、
伐
採
列
の
幅
や

間
隔
な
ど
の
条
件
は
様
々
で
、
そ
の
違
い
に

つ
い
て
も
検
証
が
必
要
で
す
。

　
今
後
は
、
様
々
な
条
件
の
列
状
間
伐
を
実

施
し
た
壮
齢
ヒ
ノ
キ
人
工
林
に
お
い
て
表
土

移
動
状
況
の
調
査
を
行
い
、
表
土
移
動
の
防

止
に
効
果
的
な
列
状
間
伐
の
条
件
に
つ
い

て
、
検
討
を
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
下
層
植
生
が
林
床
を
覆
っ
て
い
る
割
合
。
下
層
植
生
の
豊

か
さ
を
示
し
ま
す
。

森
林
研
究
所
●
岡
本 

卓
也

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
5
ー
3
3
ー
2
5
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

森
林
研
究
所
ま
で

列
状
間
伐
で
壮
齢
ヒ
ノ
キ
人
工
林
の

表
土
移
動
は
防
げ
る
か

図1　調査した壮齢ヒノキ林の状況

図4　伐採2年目の下層植生の状況

図3　伐採後の表土移動の状況 図2　伐採後の植被率の変化

MORINOTAYORI MORINOTAYORI 14



●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
8
5
ー
2
3
ー
1
１
１
１（
代
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　揖
斐
農
林
事
務
所
ま
で

　
揖
斐
郡
揖
斐
川
町
春
日
地
内
の
林
道
三
倉
〜

上
ヶ
流
線
で
発
生
し
た
路
側
ブ
ロ
ッ
ク
積
擁
壁

の
傾
倒
に
つ
い
て
、
原
因
調
査
し
、
対
処
方
法

を
検
討
し
ま
し
た
。

　破
損
個
所
の
経
緯

　
当
該
箇
所
は
、
昭
和
22
年
に
幅
員
３
・
０
ｍ

と
し
て
開
設
さ
れ
た
後
、
平
成
12
年
に
山
側
を

拡
幅
し
て
幅
員
５
・
０
ｍ
に
改
築
さ
れ
ま
し
た
。

改
築
の
際
、
既
設
路
側
ブ
ロ
ッ
ク
積
擁
壁
の
天

端
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
基
礎
を
上
載
し
、
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
構
造
物
の
変

状
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
19
年
頃

に
舗
装
面
の
亀
裂
、
ま
た
、
平
成
23
年
頃
に
は

既
設
路
側
ブ
ロ
ッ
ク
積
擁
壁
の
傾
倒
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　調
査
内
容
及
び
結
果

　
構
造
物
の
損
壊
原
因
を
特
定
す
る
た
め
、①
構

造
物
損
壊
の
状
況
（
目
視
）、②
擁
壁
基
礎
地
盤

の
状
況
（
簡
易
貫
入
試
験
、
地
質
ボ
ー
リ
ン
グ

試
験
、
標
準
貫
入
試
験
）、③
擁
壁
背
面
土
の
状

況
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
式
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
試
験
、

変
状
土
Ｃ
Ｂ
Ｒ
試
験
）
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し

た
。

　
各
調
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
構
造
物
損
壊
の
状
況

　
道
路
中
心
路
側
側
路
面
に
線
状
の
亀
裂
（
延

長
方
向
約
50
ｍ
、
最
大
幅
20
㎝
）、
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
基
礎
背
面
部
で
路
面
陥
没
（
３
箇
所
）
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
擁
壁
天
端
に
は
上
載

し
た
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
基
礎
目
地
位
置
か
ら
下
方

に
向
け
亀
裂
が
入
り
、
躯
体
が
前
傾
し
て
い
る

状
況
が
確
認
さ
れ
ま
し
た

（１

：0
.4

↓１
：0.3

7

）。

②
擁
壁
基
礎
地
盤
の
状
況

　
路
側
ブ
ロ
ッ
ク
積
擁
壁
の
基
礎
は
、Ｎ
値
９
以

上
の
礫
質
土
上
に
床
付
さ
れ
て
お
り
、
現
状
の

鉛
直
荷
重
を
算
出
し
検
証
し
た
結
果
、
支
持
力

に
問
題
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
基
礎
下

の
地
盤
に
つ
い
て
も
礫
質
土
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
す
べ
り
面
は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
基
礎
埋
戻
し
土
砂
が
流
出
し
た
痕
跡
も

見
ら
れ
ず
、
ブ
ロ
ッ
ク
積
擁
壁
の
基
礎
部
に
変

状
は
な
い
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

③
擁
壁
背
面
土
の
状
況

　
深
さ
２
ｍ
程
度
ま
で
非
常
に
緩
い
状
態
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
が
、
路
床
土
の
変
状
土
Ｃ
Ｂ
Ｒ

値
は
２
３
７
％
と
高
く
、
舗
装
版
沈
下
の
原
因

が
路
床
土
の
支
持
力
不
足
で
は
な
い
と
判
断
さ

れ
ま
し
た
。

　損
壊
原
因

　
調
査
結
果
か
ら
、
路
側
ブ
ロ
ッ
ク
積
擁
壁
の

基
礎
部
分
は
今
回
確
認
さ
れ
た
変
状
の
要
因
で

は
な
い
と
判
断
し
、
次
の
よ
う
に
、
損
壊
原
因

を
推
定
し
ま
し
た
。

・
路
側
ブ
ロ
ッ
ク
積
擁
壁
が
外
カ
ー
ブ
中
（
曲
線

半
径
20
ｍ
）
に
設
置
さ
れ
て
い
る

・
平
成
11
年
以
降
、
当
路
線
の
改
築
工
事
が
開
始

さ
れ
大
型
車
両
の
通
行
量
が
増
加
し
て
い
る

・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
基
礎
に
よ
り
路
側
ブ
ロ
ッ
ク
積

擁
壁
が
嵩
上
げ
さ
れ
て
い
る
（
高
さ
６
ｍ
）

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
急
カ
ー
ブ
走
行
に
よ

る
ブ
レ
ー
キ
や
遠
心
力
に
よ
る
負
荷
に
よ
り
路

側
ブ
ロ
ッ
ク
積
擁
壁
の
躯
体
が
前
傾
し
、
背
面

盛
土
に
間
隙
が
発
生
、
さ
ら
に
路
面
の
亀
裂
か

ら
の
雨
水
流
入
に
よ
り
路
盤
材
が
吸
い
出
さ
れ

路
面
陥
没
が
発
生
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　対
策
工
法

　
経
済
性
・
施
工
性
に
加
え
、
直
上
に
民
家
が

あ
る
こ
と
か
ら
林
道
山
側
に
は
影
響
を
与
え
な

い
こ
と
、
集
落
へ
の
通
行
に
利
用
さ
れ
る
こ
と

か
ら
短
期
間
で
の
工
事
が
望
ま
れ
る
こ
と
に
配

慮
し
、
工
法
を
選
定
し
ま
し
た
。
採
用
工
法
は
、

専
用
の
補
強
パ
イ
プ
に
よ
り
法
面
の
安
定
を
補

強
す
る
工
法
で
、
採
用
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と

お
り
で
す
。

・
盛
土
、
土
砂
地
盤
等
の
孔
内
崩
壊
が
生
じ
や
す

い
地
盤
を
対
象
と
し
た
特
殊
な
鉄
筋
挿
入
工

で
、
既
存
ブ
ロ
ッ
ク
を
残
し
た
ま
ま
施
工
す

る
の
で
安
全
性
が
高
い

・
同
時
削
孔
注
入
方
式
に
よ
り
工
期
短
縮
が
可
能

・
大
規
模
な
掘
削
や
仮
設
も
必
要
が
な
く
周
辺
の

改
変
が
少
な
い

　
復
旧
工
事
で
は
、
当
工
法
に
よ
る
路
側
ブ
ロ
ッ

ク
補
強
の
他
、
路
床
入
替
、
舗
装
打
替
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

工種

施工性 ○ ○ △ △

◎ ○ △ △ △ △

○ ◎

○
（705）

◎
（497）

△
（780）

○
（646）

○
（683）

○
（709）

△
（養生有）

△
（掘削有）

△
（掘削有）

×
支持力不足

×
滑動OUT

△
（掘削有）

2 1
採用 4 × × 3

景観・環境
への配慮

工期

経済性
（千円／m）

総合評価
（順位）

A工法
（補強）

B工法
（補強）

C工法
（補強）

D工法
（新設）

E工法
（新設）

F工法
（新設）

路
側
構
造
物
傾
倒
の
原
因
究
明
と
対
処
方
法

揖
斐
農
林
事
務
所 

林
業
課

　川
畑 

裕
二

完成イメージ
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●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
０
ー
３
１
６
０
ー
６
０
９
０（
代
）

　
　
　
　

  

　

 

　
　
　
　
　
　
　
　

   

岐
阜
森
林
管
理
署
ま
で

国
有
林
の
現
場
か
ら

農
林
高
校
生
林
業
就
業
促
進
事
業
と

　
　

 
ニ
ホ
ン
ジ
カ
食
害
防
除
対
策
検
討
会

15
岐
阜
森
林
管
理
署
　
主
任
地
域
林
政
調
整
官
　
大
島 

愛
彦

　
　
農
林
高
校
生
林
業
就
業
促
進
事
業
の
開
催

　

10
月
18
日
（
水
）
と
24
日
（
火
）
に
、
可
茂

農
林
事
務
所
と
岐
阜
森
林
管
理
署
が
民
国
連
携

し
て
農
林
高
校
生
を
対
象
と
し
た
林
業
体
験
学

習
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

目
的
は
、
地
域
の
若
い
人
材
を
地
域
の
担
い

手
と
し
て
確
保
す
る
た
め
、
林
業
に
関
す
る
専

門
教
育
を
行
っ
て
い
る
加
茂
農
林
高
等
学
校
森

林
科
学
科
の
生
徒
を
対
象
に
、
林
業
・
木
材
産

業
へ
の
関
心
を
高
め
就
業
を
促
進
す
る
こ
と
を

狙
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

例
年
は
現
地
実
習
の
み
の
開
催
で
し
た
が
、

現
地
で
は
充
分
な
説
明
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

今
年
度
は
事
前
に
高
校
の
授
業
で
森
林
・
林
業

の
概
要
を
説
明
し
、
１
週
間
後
に
現
地
実
習
を

行
う
２
段
階
の
構
成
と
し
ま
し
た
。

　

授
業
で
は
可
茂
農
林
事
務
所
の
渡
辺
林
業
普

及
指
導
員
か
ら
１
０
０
年
先
の
森
林
づ
く
り
や

森
林
の
役
割
、
重
要
性
に
つ
い
て
、
岐
阜
森
林

管
理
署
か
ら
は
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
コ

ン
テ
ナ
苗
や
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
等
に
つ
い
て
講

義
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
地
実
習
は
七
宗
町
上
麻
生
地
区
の
森
林
共

同
施
業
団
地
（
林
野
庁
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
地

区
）
に
お
い
て
、
可
茂
森
林
組
合
に
よ
る
伐
採

作
業
、
高
性
能
林
業
機
械
の
見
学
・
体
験
、
森

林
技
術
者
か
ら
森
林
づ
く
り
へ
の
熱
い
思
い
を

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
当
署
の
七

宗
森
林
官
か
ら
林
業
被
害
の
軽
減
に
向
け
て
ニ

ホ
ン
ジ
カ
を
捕
獲
す
る
、
く
く
り
ワ
ナ
の
実
演

等
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
白
川
町
の
東
濃
ひ
の
き
製
品
流
通

協
同
組
合
、
東
濃
ヒ
ノ
キ
白
川
市
場
で
説
明
を

受
け
な
が
ら
見
学
し
、
林
業
・
木
材
産
業
へ
の

理
解
が
深
ま
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
加
え

て
、
森
林
組
合
、
木
材
団
体
、
各
行
政
機
関
か

ら
卒
業
後
は
ぜ
ひ
我
が
職
場
へ
と
就
職
を
呼
び

か
け
、
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
へ
の
進
学
に
つ

い
て
も
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　

私
個
人
の
思
い
と
し
て
、
平
成
16
年
度
に
新

規
事
業
と
し
て
創
設
し
た
農
林
高
校
生
林
業
就

業
促
進
事
業
が
継
続
さ
れ
、
現
場
で
関
わ
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。

　
　
ニ
ホ
ン
ジ
カ

　
　
食
害
防
除
対
策
検
討
会
の
開
催

　

10
月
19
日
（
木
）
に
七
宗
町
の
七
宗
遊
園
に

お
い
て
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
食
害
防
除
対
策
検
討
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ま
ご
承
知
の
と
お
り
、
県
内
各
地
で

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
食
害
が
深
刻
化
し
、
適
正
な
頭

数
に
管
理
す
る
個
体
数
調
整
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
造
林
地
へ
シ
カ
を
侵
入
さ
せ
な

い
、
あ
る
い
は
食
害
を
防
止
す
る
た
め
の
防
護

対
策
に
つ
い
て
も
、
低
コ
ス
ト
で
効
果
が
期
待

で
き
る
技
術
開
発
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
国
、
県
、
市
町
村
が
情
報
共
有
を
図

り
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
で
、
こ
の
地
域
で
よ

り
効
果
的
な
対
策
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
開
催

す
る
も
の
で
、
内
容
は
昨
年
度
と
ほ
ぼ
同
じ
で

す
が
、
今
年
度
は
国
有
林
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
広
く
参
加
を
呼
び
か
け
西
濃
地
方
な
ど
国
有

林
の
無
い
市
町
や
森
林
組
合
等
か
ら
も
ご
参
加

い
た
だ
い
た
こ
と
、
国
有
林
の
技
術
を
普
及
で

き
た
こ
と
は
成
果
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

出
席
者
は
30
名
。
午
前
中
は
森
林
研
究
所
の

岡
本
専
門
研
究
員
か
ら
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
、
当
署
の
松
嶋
総
括
地
域

林
政
調
整
官
か
ら
国
有
林
に
お
け
る
ニ
ホ
ン
ジ

カ
対
策
に
つ
い
て
講
義
と
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
で
午
後
か
ら
の
現
地
検
討
会

は
縮
小
し
て
行
い
ま
し
た
が
、
森
林
技
術
・
支

援
セ
ン
タ
ー
の
三
村
森
林
技
術
普
及
専
門
官
か

ら
七
宗
国
有
林
に
設
営
し
た
シ
カ
対
策
試
験
地

の
概
要
説
明
、
建
物
の
外
で
く
く
り
ワ
ナ
実
習

を
行
い
ま
し
た
。

　

検
討
会
は
七
宗
遊
園
の
別
棟
の
建
物
で
行
い

ま
し
た
。
準
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
に
参
加
さ
れ

た
人
は
覚
え
が
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
レ
ト
ロ
な

会
場
で
座
布
団
に
座
っ
て
講
義
を
聞
く
と
い
う

昔
な
が
ら
の
ス
タ
イ
ル
で
実
施
し
ま
し
た
。
今

後
も
国
有
林
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
検
討
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
森
林
管
理
署
が
開
催
す
る

研
修
会
等
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

▲農林高校生林業就業促進事業

▲ニホンジカ食害防除対策検討会
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森の名手・名人

1月号
予定

1月1日発行
イベント情報

わがまちの森林・環境行政（13）

市況情報

地域の人

その他

連載
●山の歳時記（149）
●山のおじゃまむし（318）

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（61）
木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（59）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

森林・林業関係イベントカレンダー（1月）
開催日 行事名等 内　容　等

開催場所
問い合わせ先

林業者向け

●講習時間：8:50～16:30
●申　込：12/22まで
●受講料：11,000円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間：16日～17日　8:30～1７:４0
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：17,280円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間：23日（林業）　9:20～16:30
　　　　　  24日（製造業）9:20～16:30
●申　込：１/10まで
●受講料：11,800円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

造材作業の作業指揮者等
安全衛生教育

木材加工用機械
作業主任者技能講習

リスクアセスメント
担当者安全教育

1月12日㈮

1月16日㈫～
1月17日㈬

1月23日㈫～
1月24日㈬

ぎふ森林文化センター
（岐阜市六条江東2-5-6）

林材業労災防止協会 岐阜県支部
TEL 058-275-0192  FAX 058-201-1195

ぎふ森林文化センター
（岐阜市六条江東2-5-6）

林材業労災防止協会 岐阜県支部
TEL 058-275-0192  FAX 058-201-1195

ぎふ森林文化センター
（岐阜市六条江東2-5-6）

林材業労災防止協会 岐阜県支部
TEL 058-275-0192  FAX 058-201-1195

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● C O L U M N

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム 　野球が好きです。好きなプロ野球チームは「中日ドラゴンズ」、好きな言葉は
「ドラフト会議」、愛書は「森林のたより」と「週刊ベースボール」です。
　そんな自分の子供なのでやはり少年団で野球をしています。低学年のころは
「ヘルメットを持ってこい」と言ったら自転車のヘルメットを持ってきたこともあ

りました。
　小５の昨年は、生まれ持つ野球センスと集中力の無さを発揮し、全ポジション、全打順を経
験するなど、良く言えばオールラウンドプレイヤーでした。
　最終学年の今年は、仲間が怪我で離脱していく中、もう一つの生まれ持った「体の頑丈さ」
を、これまた遺憾なく発揮し、エースとして１年間投げ抜きました。色々なことがありましたが、
６年間はあっという間で、今ではすべてが良い思い出です。
　今後も、夢や希望を大切にし、仲間を大切にし、中学校に行っても、また新たな仲間と共に野
球を通じて絆を深めていって欲しいと思います。
　最後になりましたが、現在自分がイップスです。

「森林のたより」編集委員　増田 龍太

林業団体と県議会議員との懇話会を開催しました
　県下の林業５団体（（公社）岐阜県山林協会、岐阜県森林組合連合会、岐阜県木材協同組合連合会、(一社)岐阜県林業経

営者協会、（一社）岐阜県森林施業協会）は、毎年、岐阜県議会林業活性化促進議員連盟会長の早川捷也県議会議員に、

ご指導・ご協力を頂き、岐阜県議会議員の方々に、岐阜県の森林・林業・木材産業の現状と課題及び予算確保や新たな施

策の要望・提案を行う「林業団体と県議会議員との懇話会」を開催しています。

　今年も、平成29年10月13日（金）に、岐阜県議会第１会議室で開催しました。衆議院選挙が始まるなど、ご多忙な時期

にもかかわらず25名の県議会議員の皆様に、また、高井林政部長を始め13名の県幹部の方々にもご出席頂きました。懇話

会では、各団体からそれぞれの抱える課題、その解決のための予算の確保、新たな施策の提案・要望を行い、県議会議員

の方々からは提案・要望内容について詳しい説明が求められるなど活発な議論が行われました。また、高井林政部長から

東京オリンピック・パラリンピックにおける県産材の利用への取り組み等の情報提供が行われるなど、有意義な懇話会とな

りました。

【山林協会　瀬上繁隆】
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市況

木 材 用 語 一 口 メ モ

外材市況（ 10月期）

樹　種 樹　種規　　格 価格 規　　格 価格

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）

米　栂
米ひば

ヘム（アラスカ産）

ポール

288

310

299

310
日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

（単位：円）

1㎥当り（価格単価：100円）

単位：円（1㎥当たり）

製品卸売標準価格（10月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱

間柱

土台

柱

柱

前月
比較等級

長 巾 高

寸法（mm） m3当り
価　格

3000

3000

4000

3000

3000

6000

3000

3000

65,000

65,000

65,000

60,000

65,000

120,000

59,000

60,000

→

→

→

→

→

→

→

→

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

105

105

105

120

120

120

105

120

105

30

105

120

120

120

105

120

１等

１等

特等

特等

特等

国産５層

国産５層

（東濃桧）
特等

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所

　スギ並材３ｍ（16～24㎝）は不足しており強含み。スギ４ｍ元木、二番ともに
中目、中目上不足しており強含み。スギ構造材向け並材、合板向け、かなり不
足。ヒノキ並材４ｍ土台取り強含み、造材は４ｍ（16～22㎝）が有利。ヒノキ二
番中目材は荷動きも少なく、弱含み。製紙パルプ向け針葉樹、かなり不足。一
方、製紙パルプ向け広葉樹原木は受け入れ制限。予定される方は共販所担当
者まで、一報ください。（岐阜）

　ヒノキ並材４ｍ（16～22㎝）は強含み。スギ並材３ｍ・４ｍ（16～24㎝）不足。需
要期を迎えヒメコ、広葉樹は上昇の気配有。カラマツの引き合いが強く買気旺盛。
スギ太物良材は人気、欠陥材は売りづらい。広葉樹は入荷が薄い状態。（飛騨）

　ヒノキ元木、良材（高齢材及び枝打材など（特殊材））２ｍ・３ｍ・４ｍ・６ｍは、応
札多く横ばい。ヒノキ並材は３ｍ・４ｍ（16～28㎝）横ばい、６ｍ（16～20㎝）価
格安定。スギは全般的に品薄、４ｍ元木、良材は応札多くやや高値、二番玉並
材は３ｍ・４ｍ（16～28㎝）横ばい。枝虫材等、欠点材は売りにくい。（スギにつ
いては、県内新工場稼働（長良川木協）につき今後原木の流れが良くなるが、
荷不足感が強い。）（東濃）

全般的に横ばい（弱含み）で推移
【商況】

木 材 市 場

2,150

614

2,867

2,592

2,808

10,368

1,950

2,580

木材をプレスで圧縮して密度を上げ、硬さや強度などの物性を向上させた材。
寸法安定性が良いことに加え、表面硬度が高くキズがつきにくい利点がある
ため、床材や家具などの製品開発が進められています。

圧密材
あつみつざい

（参考）日刊木材新聞社　木材・建築用語辞典

回　　数
共販所名 長さ 径 平均値 高値 備考樹種

第1642回

岐
阜
共
販
所

第1219回

飛
騨
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ
くり

す
ぎ

ひ
の
き

ま
つ

ま
つ

16～18㎝
16～18㎝
20～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～18㎝
20㎝以上
16～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～18㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
20～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～20㎝
24～28㎝
30㎝以上
24～28㎝
30㎝以上
30㎝以上
24㎝以上
16～20㎝
22～28㎝

30㎝以上元
16～20㎝
22～28㎝

30㎝以上元
13㎝以下
22～28㎝

30㎝以上元
18～20㎝

22～28㎝梁
30㎝以上元

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

4ｍ

5ｍ
4ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

単価は直材

価格、但し

平均値は並

材二番玉価

格

－
－
－

16,500
21,600
－
－
－
－
－
－
－
－
－

19,000
－
－
－

44,700
27,700
－
－
－

22,000
－

25,000
12,900
20,000
48,000
48,000
48,000

240,000
－

42,000
130,000
29,700
－
－

12,200
11,200
11,700
12,700
12,000
13,500
16,300
15,000
16,800
14,500
16,500
23,000
12,000
12,000
11,000
16,000
15,500
14,500
16,000
25,000
9,000

10,000
16,000
17,000
－

20,000
12,200
12,500
13,800
16,700
14,700
20,000
9,000

15,000
21,000
27,100
7,500

10,000

11月7日

11月8日

第1552回

東
濃
共
販
所

11月9日

記念市第5回
ぎふ優良材展

MORINOTAYORI MORINOTAYORI 18


